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資料 １－２ 

試験凍結の状況について 
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資料 １－２ 

本実施計画は， 
 「ブラインが想定通りに送られているか」 
 「設置した温度計により地中温度が測定されているか」 
など，システム全体が想定通りに稼働するかを確認することを目的 
としており，試験凍結箇所での閉合確認を実施するものではない。 

測温管で計測される地中温度，ブラインの送り側温度（ヘッダー管単位） ， 
ブラインの戻り側温度（凍結管単位）の変化傾向から，下記項目を確認する。 

（1）ブライン循環設備の全体システムの稼働状況 
  （ブライン移送距離，移送管設置形状） 
（2）地下水流況の影響（設置箇所，背後斜面，周辺構造物） 
（3）特殊環境の影響（複列箇所，試験凍結箇所が近接する場所） 

試験凍結の目的 

4月30日から試験凍結を開始 
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試験凍結の状況について（１／５） 

注1）中粒砂岩層の平均地中温度：地表～GL-2mと第1泥質部境界付近を除く1mピッチで計測されている測温管温度の平均値 
注2）互層部の平均地中温度：互層部上下の境界付近を除く1mピッチで計測されている測温管温度の平均値 
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試験凍結の状況について（２／５） 
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試験凍結の状況について（３／５） 

注）初期のデータ欠損は計測不良による 
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試験凍結の状況について（４／５） 

注）初期のデータ欠損は計測不良による 
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試験凍結の状況について（５／５） 
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【参考資料】凍結管～測温管距離と地中温度低下量 
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【参考資料】ブライン送り温度について 

  試験凍結箇所 
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【参考資料】凍結管と測温管の距離関係 
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